
■
長
瀬
庄
衛
さ
ん
の
絵
画
が

　
ル
・
サ
ロ
ン
入
選

　
本
町
出
身
で
、
現
在
大
阪
府
岸

和
田
市
に
お
住
ま
い
の
長
瀬
庄
衛

さ
ん
の
作
品「
江
南
烏
鎮・家
家
擁

碧
水
」
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
著
名
な

世
界
規
模
の
公
募
展
「
第
２
２
４

回
ル
・
サ
ロ
ン
」で
入
選
し
ま
し
た
。

　
長
瀬
さ
ん
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

も
絵
画
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
作
品
は
中
山
中
学
校
や
ほ

ん
わ
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
長
瀬
さ
ん
の
作

品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
県
中
学
校
新
人
大
会

　
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
結
果

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス（
女
子
）

　
団
体
…
優
勝（
決
勝
大
会
へ
）

・
バ
ス
ケ
ッ
ト（
女
子
）…
第
２
位

・
柔
道（
女
子
）

　
西
堀
美
空
…
７０
㎏
超
級
第
３
位

�

（
決
勝
大
会
へ
）

■
社
会
福
祉
功
労
者

・
結
城　
広
美
さ
ん

・
佐
藤　
徳
彦
さ
ん

・
工
藤
三
枝
子
さ
ん

■
介
護
功
労
者

・
大
泉　
久
良
さ
ん

・
志
田　
照
子
さ
ん

■
献
血
功
労
者

・
阿
部　
久
栄
さ
ん

・
渡
辺　
博
文
さ
ん

・
石
川　
尚
寿
さ
ん

■
３
歳
児
よ
い
歯
の
表
彰

　
平
成
２４
年
度
の
３
歳
児
健
診
で
、

む
し
歯
な
ど
が
な
く
、
歯
並
び
が

き
れ
い
な
お
子
さ
ん
に
、
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

秋
葉
龍
誠
さ
ん
、
秋
葉
怜
奈
さ
ん
、

伊
藤
優
麻
さ
ん
、
今
井
春
輝
さ
ん
、

大
泉
星
雲
さ
ん
、
大
津
泰
眞
さ
ん
、

大
津
青
海
さ
ん
、
大
津　
蘭
さ
ん
、

大
沼
縁
祥
さ
ん
、
押
野
恵
人
さ
ん
、

加
藤
夢
花
さ
ん
、
叶　
優
真
さ
ん
、

古
城
龍
信
さ
ん
、
後
藤
瀬
那
さ
ん
、

後
藤
心
優
さ
ん
、
小
松
俊
介
さ
ん
、

今
野
玄
稀
さ
ん
、
今
野
楓
香
さ
ん
、

受
章
・
表
彰
・
入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
健
康
と
福
祉
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
中
の
中
山
町

表
彰
式
で
、
次
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ル・サロンで
入選した作品

坂
脇
雄
惺
さ
ん
、
佐
藤
晴
琉
さ
ん
、

柴
田
歩
武
さ
ん
、
庄
司
琴
音
さ
ん
、

鈴
木
太
琥
さ
ん
、
鈴
木
里
穂
子
さ
ん
、

髙
橋
う
ら
ら
さ
ん
、
髙
橋
陽
菜
さ
ん
、

武
口
奈
音
花
さ
ん
、
多
田
歩
夢
さ
ん
、

夛
田
陽
翔
さ
ん
、
東
海
林
亜
蓮
さ
ん
、

東
海
林
大
翔
さ
ん
、
冨
樫
汐
音
さ
ん
、

長
岡
柚
衣
さ
ん
、
縄
野
悠
晴
さ
ん
、

福
井
芽
愛
さ
ん
、
古
沢
蓮
音
さ
ん
、

細
谷
拓
翔
さ
ん
、
松
田
心
太
朗
さ
ん
、

村
山
琳
音
さ
ん
、
森
谷
結
花
さ
ん
、

若
木　
愛
さ
ん
、
渡
部
大
愛
さ
ん
、

渡
邉
悠
翔
さ
ん
、
渡
邉　
曜
さ
ん

■
阿
部
公
彦
さ
ん
（
新
田
町
）

　
監
査
功
労
者
と
し
て
表
彰

　
多
年
に
渡

り
町
代
表
監

査
委
員
と
し

て
監
査
事
務

に
尽
力
し
、
町
の
振
興
発
展
に
貢

献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
阿
部

公
彦
さ
ん
が
全
国
町
村
監
査
委
員

協
議
会
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
阿
部
さ
ん
は
平
成
１７
年
１０
月
に

町
代
表
監
査
委
員
に
就
任
。
現
在

も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

■
白
田　
務
さ
ん
（
柳
町
）

　
防
犯
栄
誉
銀
章
を
受
章

　
長
年
に
渡

り
地
域
安
全

活
動
に
取
り

組
み
、安
全
・

安
心
な
町
づ
く
り
に
貢
献
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
白
田
務
さ
ん
が

防
犯
栄
誉
銀
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
白
田
さ
ん
は
、
約
４５
年
前
か
ら

町
防
犯
連
絡
員
や
か
も
し
か
ク
ラ

ブ
の
指
導
員
を
務
め
て
お
り
、
こ

の
間
、
幼
児
の
交
通
死
亡
事
故
は

ゼ
ロ
。
今
後
の
活
躍
に
も
期
待
し

ま
す
。

■
青
山
光
希
く
ん（
中
山
中
２
年
）

　
空
手
道
選
手
権
大
会
で
優
勝

　
１０
月
１４
日
、

第
９
回
東
北

極
真
カ
ッ
プ

空
手
道
選
手

権
大
会
が
開
催
さ
れ
、
中
学
２
・

３
年
生
重
量
級
で
青
山
光
希
く
ん

が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
来
年
６
月
に
大
阪
府

で
開
催
さ
れ
る
全
日
本
大
会
に
出

場
予
定
で
日
本
一
を
目
指
し
て
稽

古
に
励
む
そ
う
で
す
。

断
水
回
避
の
舞
台
裏

　
７
月
の
記
録
的
豪
雨
に
よ
り
、

村
広
水
が
管
内
の
６
市
６
町
（
山

形
市
、
寒
河
江
市
、
上
山
市
、
村

山
市
、
天
童
市
、
東
根
市
、
山
辺

町
、
中
山
町
、
河
北
町
、
西
川
町
、

朝
日
町
、
大
江
町
）
へ
の
給
水
を

停
止
し
ま
し
た
。

　
村
広
水
の
水
源
の
濁
度
が
通
常

の
濁
度
の
１
０
０
倍
近
く
に
も
な

り
、
浄
水
処
理
で
き
る
限
度
を
超

え
た
た
め
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
近
隣
の
６
市
町

で
断
水
と
な
り
、
１
週
間
も
の
間
、

水
道
水
な
し
の
生
活
を
強
い
ら
れ

た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

　
近
隣
の
市
町
で
次
々
と
断
水
の

措
置
が
取
ら
れ
る
中
、
中
山
町
で

は
１
日
も
断
水
が
な
く
、
私
た
ち

は
通
常
通
り
の
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
断
水
に
な
っ
た

市
町
と
同
じ
よ
う
に
、
村
広
水
の

管
内
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

普
段
通
り
の
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
の
背
景
に
は
、
私
た
ち
の
生

活
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道

を
守
ろ
う
と
、
昼
夜
を
問
わ
ず
働

い
て
く
れ
た
方
々
の
存
在
が
あ
り

ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
皆
さ
ん
の
ご
家
庭

の
水
が
ど
こ
か
ら

や
っ
て
く
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に
管
理
さ

れ
て
い
る
の
か
お
分

か
り
い
た
だ
け
た
で

し
ょ
う
か
。

　
水
は
存
在
が
身
近

す
ぎ
て
、
な
か
な
か

そ
の
あ
り
が
た
さ
に

気
付
け
な
い
も
の
で

す
。
私
た
ち
が
不
便

な
く
水
を
利
用
し
、

ま
た
、
安
心
し
て
水

を
飲
む
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
飲
料
水
確

保
に
苦
労
し
て
き
た

先
人
の
歴
史
や
、
関

係
者
の
皆
さ
ん
の
労

力
が
費
や
さ
れ
て
い

る
か
ら
。

　
蛇
口
を
ひ
ね
る
と

き
、
そ
の
こ
と
を
思

い
出
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
改
め
て
水
の
あ

り
が
た
さ
に
気
付
か

さ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

特
集
「
意
外
と
知
ら
な
い
水
の
こ
と
」
終
わ
り

―当町の村広水への依存割合はどのくらいですか？
　浄水場施設の修理や、天候・季節による需要にも
よりますが、現在、村広水への依存割合は約７割ほ
ど。企業団で作っている水道水は３割程度です。

―村広水の水源である寒河江川の濁度が１００倍近く
にもなり、処理しきれず断水という措置がとられた
ようですが、最上川の水質はどうでしたか？
　寒河江川と同じように、最上川の濁度もひどいも
のでした。浄水処理できる濁度ははるかにオーバー。
機械でも濁度をはかれないほどでした。

―そのような状態で、どのように水を送り届けた
のですか？
　村広水からの水がストップするわけですから、町
民の生活を守るには、その分も企業団の水で補わな
ければなりませんでした。
　原水がひどく濁っていたので、普段より取水量を
減らし、薬品の注入量や沈殿池の回転速度・ろ過速
度・水質管理にも普段以上に神経を使いました。
　水質や配水池の水位を確認しながら、全職員で昼
夜を問わず、まさに２４時間体制で浄水作業を行い、
水を送り続けました。

―危機を乗り越える要となったのは何ですか？
　村広水からの給水制限・停止の連絡を受けてただ

ちに対策会議を開き、素早く危機管理体制を整えた
ことと、緊急時に対する普段からの備えだと思います。
　企業長である中山町長の指示で浄水場の２４時間稼
働が決定すると、ただちに人員体制を整え、職員一
丸となってこれに対応しました。
　企業団では、こういった事態に対応できるよう、
危機管理として普段から交代で浄水作業を実施して
います。多くの職員に浄水作業の経験・技術があっ
たからこそ、２４時間体制での浄水作業ができたのだ
と思います。
　蛇口をひねれば水が出る。普段は気にも留めない
当たり前のことを維持するのが私たちの務めです。
今回の経験で、業務における災害に対する普段から
の備え、素早い対応がいかに大切かを学びました。
今後もあらゆる状況に対応できるよう、継続して備
えていかなければならないと感じました。

「当たり前のことを維持する。
　 それが我々の務めです！」

最上川中部水道企業団
工務課浄水場係

大雨で濁った最上川（Ｈ２５．７．１８撮影）
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